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市
民
の
皆
さ
ま
‘

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

焼
か
し
い
昭
和

ω年
の
新
響
を
迎

之
、
臨
ん
で
皆
さ
ま
の
ニ
他
勝
と
ご

繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

我
孫
子
市
は
北
町
鎌
倉
と
呼
ば
れ

て
い

る
よ
う
に
、
自
然
的
な
魚
川
円
に

恵
ま
れ
、
遺
跡
や
文
化
人
遥
的
活
動

的
あ
と
が
点
在
し
て
い
る
な
と
、
歴

言呈

市長渡辺藤正

史
や
文
化
の
香
り
に
あ
ふ
れ
た
美
し

い
ま
ち
で
す
.

利
恨
川
、

手
錠
沼
町
自
然
を
背
封

と
し
た
、
水
と
級
と
太
陽
の
都
市
を

私
達
は
自
ら
の
手
で
守
リ
育
て
、
子

孫
に
残
し
て
い
く
短
大
な
使
命
を
負

っ
て
い
ま
す
園

そ
の
自
然
と
悶
和
め
と
れ
た
ま
ち

づ
〈
り

l
「四
国
教
育
文
化
都
市
」

を
基
本
目
標
と
し
て
清
い
水
、
美

し
い
線
、
あ
た
た
か
い
心
の
あ
ふ
れ

る
住
み
良
い
ま
ち
を
築
き
上
げ
る
た

め、

一
歩
一
歩
を
大
切
に
踏
み
し
め

な
が
ら
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。市

民
的
皆
さ
ま
、
ど
う
か
今
年
も

市
政
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
、
フ
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
内
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す。
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伊
丹
-
祈
年

昭
和

ω年
の
年
限
に
あ
た
り
‘
市

強
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

鑑
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

場
。
寸
ヲ私

は
昨
年
の
ロ
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
市
機
会
機
長

円
安
輸
に
就
任
し
、
毘
貨
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
.
こ
の
こ
と
は
私

に
と
勺
て
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。も

と
よ
り
微
力
て
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
後
、
地
方
自
治
的
仰
岡
崎
と
同

滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
努
力
を
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
の
人
口
も
す
で
に
日
万
人
を

超
え
、

県
北
町
中
怒
都
市
と
し
て
着

実
に
発
展
を
続
け
て
は
い
る
も
の
の
、

我
孫
子
駅
前
向
髭
側
、
成
回
線
の
州
問

線
化
等
、
市
民
的
今
後
的
行
政
紡
要

に
対
応
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
努
力
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
皆
さ
ま
方
向
ご

指
導
‘
ご
鞭
鎚
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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昭和59年 12月 1日混在 地人口 111.024人(+1.611人〉
〈対前年比〉 男 55.635人女 55.お9人

本世裕敵 33.493世情(+636也椿〉

.市役所本庁 85-1111
・つくし罫支所8<1-8801
・湖北台支所 88-0828
・ 湖 北支所 88-2111
.布佐支 所 89-2お8
.敏宵霊民会 85ー刊51
・水道局 04-01竹
.消防署8<1-0119
.少年セン タ -85-1514 
・市史aさん室 85-2481
.保健センタ-87-1131 

-市民会館別-33竹
・ 市民図書館 84-1110
・市民図B館湖北台分館 87-3055
・市民図宙館宿劃図密舘 87一閃09
・中央公民館 82-0515
・都市改造事務所 85-1171
・区画盤理腕 83-1181
・号俸E車留者福祉センター 88-0141
・つつじ荘 88-0123
・生活照焼練〈浄化憎)87-2379 

(コミ)87-0015 (し尿)88-2547

司l!l~~
|手づくり豆腐料理数室|
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春つ一一時
新
一
日
険会燭金子卓恕湖

市では、安全で手短!こ作れる「に 砂会費 15∞伺〈昼食{甘〉小申

ガり豆腐」の綿密会を行います。 芸乃主5∞円

惨日時 1月18臼〈金〉午後T時30 ・，問い合わせ我孫子将関岡倍会

分 官金手82-.お94

~lIil所申央公民館

-・閥的 消白書問題研究家1首尾湾
|あぴこ子ども劇場鎖倒会1

b受講料爪 判 惨巴時 1月22日(火〉午後5時40

砂募集人同 428(応器省多畝の 分間演

混合はl由選〉 砂邸所市民会館ホール

惨申し込み・問い合わ世 1月 7 砂入煽料 2100同(会員納料〉

日ガら刊日までに、ハガキま疋は 砂内包ヨネヤマママコのパン

Z君臨で住所、氏名、 ial!d番号を我 トマイムとマイムミュージカル

孫子1お8市民笠活課へ迎絡下さい。 砂問い合わせ あUこ子ども但Jl!iI

|』 EML〔 ロボフンティ戸の会| 「 1 「「庁、

|隠11~II ゅ 11 ラ l
@定例会と新年会 1月11日〈金 ..:，:j目 、:.1~ l.=I 
午前10筒から新木団地f若年舗で 1__~ _. ""'1-1 

@朗醐強会明日、 23日、 |第3回チャリティー旅行|
(新人)16目、308の水健日午前10 一一新車問で行く

時から寿市民センターで 三河七福知めぐりの1JI(-

@手鱈勉強会 14日、 21日、 288 ~日程 2月17巴 18日T沼2日

の用地日午後1時おら3筒まで湖 砂費用 3万5α)()円

1t台市民セシヲーで 砂 行 先 控 川 碕 筒Ia'ガ

@留偏荘奉仕活Ih 1局16日O)() 砂申し込み ・問い合わ世 2月5

@闘鶏園寧仕活勘 T周辺巴〈火〉 臼ぎで!こ我孫子駅n82-OO43へお

@久遺苑事仕活動 回週火 金飽臼 笛で〈午前9時から午後5時まで〉

ガ奉仕目、土踏巳ガ買物日 日関係芭機関の協慣を得て、加賀

砂連結局往金箔祉協阪会

E8<1-1539 

l JL鳥会|

の一部を福祉g興1こ1;illJします。

l剛腕商業嗣罰島根ター募集II生け花コ ー ナ ー|⑮③⑪⑧⑧  
惨作昂調査の対象となる碕居ガ 砂期日〈流派) * 1月4白から12 '"市民の万〈匿名〉から福祉のた

商想統I!t調査に苅守る理解と協力 日〈泡応)鈴木清!流ホ14白から19 めにとT万04∞同の2創立ガありま

ガ得られる内習のもの

~規倍タテ印刷、 ヨコ42anでタ

テ長。色I<l:LI色以内で臼は1色と

し広い。図書聞こ1<1:r通商産鍛省J

「商採統計調査/昭和60年5月 1

日J の文字を入れる。写民1<1:使用

しない。ポスターの惑直には住所、

氏名、 蹴圏直 〈学生のl畠合は学除名〉

を必ず明配する。

炉締め切り 1月158(消ED宵刻〉

砂応募先・問い合わせ干260-引

平東市市喝町1-1干葉県企画部焼

酎際世0472-23-2226

ゆごし担ぎ愛好者募集1
我回陸会では、みこしに興味ガ

ある人、l目ざとい人を努娘します。

大杉阪に密って毒事加しまぜんか。

砂大杉繊銭与し 1月15日〈況〉

砂大杉転車出発 八割E仰社午前忙病

惨問い合わせあびこふるさと金

宗何百82ー2926

唱団画圃
|園の進学資金貸柑|

惨俗資額 進学者1人50万同以内

砂利率年7.6%

惨iIl!済問問進学する学恨の修禦

年限以内〈扱畏4年〉

砂返済万法 箇月元利18毒事訟、ボ

ーナス併用払

砂保E 砲資保匝益金ま疋は保&~

人 1名以上

砂取録期間 4月末日まで

惨申し込み・問い合わ世国民金

砲公庫m戸支16ft似73-1i7-1191
周4白出廻所宮63-1542

歳未式奇襲丙
砂月日 1月15巴〈祝〉

惨受信午前10時から1()時3W

惨式典午前10筒30分から11時

30分まで

惨健所市民会館ホー}I"

~&!!i当者昭専問 9年4 月2日か

う回初4U'年4月 1日まで!こ生ま

れだ万

，，'í~当琶には通知しまし疋ガ、

1月5日までに届か怠い場合は、

叡首歪員会往会敏育限までご連

絡くださし」

1@I援護吾鴇高品価四勝間

2水lEZ番手おお日仏(市民吉削除12∞

3木1:空替手二百品ゐ(市民畠酌ゆ12加

t34金 1

日(;也児〉若称翠草*21日から26

日〈車問〉太感星第28日ガう2月

2日 〈小原〉藤田敏烏

砂展示鴎所市役所ロビー

総都合により日程費更をすること

もあります。(主忠信際〉

改定版
我孫子の史跡を訪ねる
熔評発売。の「我孫手の史跡

そ訪ねるJ の改定版を刊行しま

しだ。山崎鳥煩研関所も市内~

誌に伴い、紹介していま写。お

求め1<1:市内包后協同組合加盟后

で。 1包5∞円。

惨問い合わぜ市史絹さん2聾

指名参加願いの届出を
昭和印・ 61年に市ガ発注する

工事、 厳罰・ 淀l!.ilおよび~.

墨書E鰻務の観争入札に毒事加を情

盟する方は次の通り、脱争入札

穆加賀椙$&高値を促出レてくだ

さい。

なお、舎固の受l甘l昌鴎年受l司

の初年度に当るため、 59年度巳

申脳演の万も健出してください。

砂受伺期間 2月 T巴〈金〕から

28日〈木〉まで

砂受伺蝿所市民会館第6会組

室 「指名穆加受付金1哩J

惨申m・告書式 市i旨定娘式

淡泊定申掴包用紙1革、 1月21臼

〈月〉から2月28日〈本〉ぎで市役

所地趨蟻員組合売后で販売しま

す。 1811(削 円

惨問い合わ世財政隈

届

0 ・。

した。

《中村淳儲〈間山台〉から祖会福

祉の疋めにと寄附ガありました。

令老人クラブ畏寿友の会〈会畏染

谷茂〕僚から老人福祉の定めにと

1万6096月の置寄付ガありなレ定。

e 銀河匝次郎隙〈白山〉刀ら手をつ

怠ぐ腕の会に20万同の寄旬ガあり

まし疋。

市渡辺ゆき憾(緑〉ガら手をつなぐ

続の会に5万円の~I司ガありまし

た。

6本町セロフPンi栂野崎康宏僚か

ら手をつはぐ視の会のクリスマス

会にケーキの窃/¥Jガありまし疋。

K 生活クラブ生活凶同組合我照子

支郎憎から福祉作銭所に1万円、

:>1(ランティ戸の会にオ万5∞0用の

寄1甘がありました。

ゃ我孫子ガス悌蟻から消防署に防

災用貨物車1台ガ寄閣され、湖北

出議所に配留しましだ。

指定水道工事后の
申請受付

昭和6()年度の市指定水道工事

居〈新規と継続〉の指定申騎を

受け付けま章。

~申問書受付 T月7自由)から

惨受伺期間 1月16白羽から2

月5日閃まで

砂受伺揮所問い合わせ水道

局経営管理際

<:j 5)土 I ~酒曹棚Z商工畠削除川

JA64i饗重量譲論一閣制Z∞

ts-7月|接言葉詰222J遺品す

省8火 1<vffi~1IJ1II!=ilil\l !llIll!~ 9:00-1叩

?:竺主l~2穏当皇訪問r叩
取叩味ご3222Z555e粧品22室内)10別問

:ot"金i崎町=市民相続駒山∞

@手貿沼際府会

本月白 1月13日〈白〕雨天中lt 笛容の酎慨に生きた奇跡的犬タ

*集合市役所午前9時 |ロとジ口、神槌の大限によみがえ

@室内例会 |る熱いt主的.

*日時 1周13臼(巴〉午後T時 | 当日は、前回物語に使用した衣

* 掴所高野山雷取得柱 |賞、小道具肢と限四を制l¥'l_たl則

@行徳観察審燥鳥会 |係者向苦労話など盛沢山m"しま

スズガモの大群を観察しぎす 11...た.関子ふれあいの様しいll/.U
*月日 1用20日〈白〉雨天中広 |をど うぞお冶1...<だき"，

ネ集合我孫子駅G9.札口午前9時

* 侍 古 物井当

砂問い合わぜ高嶋官82-2783

阪記ラ扇面種=清婦~
砂同日 1月13日〈日〉午前7時の

問点で爾天の混合は中lt 砂日時 2月11日O!/.)午後 1時

惨主主合嗣所 湖北駅北口午前10崎 !砂入喝料 500円(全自由席}

~清開樋所 古利1目沼の酒肉 1*監留蔵防止惟線 * 出 演 高 官

惨筒ち物コミ入れの袋、ゴム手 |健、 1)宜i湖m彦、 瓦 目椛子.llJ村民

袋、騒い昼食 I ほか

惨週給木原宮s4-4705

祈年何事事IWI き I~. N将メ ンパー

のか bしだす政衛誌の矧べから

砂臼l層 11127日(日}午後 2時

砂入樹科 一般1000円、両校生以

下700円(全自由席)

場出演償f;ltU:J線("イオリ ン)‘

村七刊邦(パイオりン)、技師啓三

(ピ才ラ>. j日m久弥{チェロト II! 

w栄 子(ピア ノ)

*曲目 アイネ，クライ不・ナ，、

トム ンーク.伝説山えケルヴ肴・

タランテラ Il均、

砂問い合わせ社会教育課

惨入樋券発売所 事平l'(智1ι ホ北

口ひらが琳ダイエー我係子庖本 7

yクススズキホ荒ヲH空間本石川帯

光堂*十一邸主F庖*ポピ一 本市民

図書館湖北台分断*市民会館内先

日，ひろがり地中央公民館

Jl2土

1391::鵡協議拘i(l6l<<lB'll9:1ll-12:00

慾 14月|芸容器謀本主∞∞
ぷ1お|霊場藤間品協一世∞

Jl6水l望書議思想gt!阿∞
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